
防鹿柵の補修方法

防鹿柵の破損を見つけた際には、その場てすぐに

補修するのが最も効率的て
吋

す。点検作業にはヱと

カ ー杭や小さく切ったネットなど、持ち歩いても負

担にならない資材を持って行きましょう。

同じ場所が繰リ返し壊されることもあるのて＼補

修にあたっては原状回復てはなく「強化」すること

が大切て
，'

す。1日て補修しきれないほどの破損が

発生する場合は、点検の間隔を短くする必要があ

ります。場所ごとに最適な間隔を見つけましょう。

補修というより強化
●ネットの破れはとじ合わせるだけてなく、

当ヱ杢のように補修するのが効果的て
，，

す。

細かな破れが多い場合には支柱間のネット

を丸ごと一枚当て布方式て補強しましょう。

●何度も柵下端が破損する場合には、

l．アンカ ー 杭を増やす 2．より長い杭を使う

3．杭の頂部と裾ロ ー プを針金て
｀

固定する

といった方法をお試しください。

→

 
新しいネットで当て布のようにして補修

針金でロー プと頂部を
連結したアソカー杭

裾□ープを持ち上げら
れてもアソカー杭が抜
けにくくなります。

※防鹿柵の各部材の強度評価については、参考資料5をご参照ください。
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